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よく使う たまに使う あまりつかわない 全くつかわない 無 回 答
……みたいな 24.0 35.6 22.1 15.4 2.9
チ ョ ー …… 10.6 35.6 32.7 21.2 0.0
＊ ＊ 的 に は 8.7 12.5 33.7 43.3 1.9
（「東洋大学レポートNa64 」 より）
（2）「チョー＊＊」 と「ら抜 き言葉」について







＊外国人 の日本語学習では、通常で も可能の動詞の「ら」を抜いてし まう間違いがおこり
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やすい。例 えば、「このはさ みは切れない。」（切ることができない）と「この服 は小さす
ぎて着られない。」（着ることができない）の「きる（切る・着る）」が混同しやすい。
また、「喋る」（SHABERU ）と「食 べる」（TABERU ）という、類似の音の組み合わせ
から、「喋 る」ことがで きるという「喋 れる」 と、「食べる」ことがで きる「食べられる」












































アンケートでは、「～ みたいな」は「よく使う24.0 ％」「たまに使う35.6 ％」を合わせると、59.6％
もの留学生が普通に使用してい ることになる。
しかし、実際問題 として、日本語学校及び大学その他の日本語教育では、流行語のような使用方
法は学習していない。「みたいな」 はあくまでも、「君みたいな人 」「熊みたいな犬」 というように、
比喩的な意味を取 るもの、体言や活用形の連体形接続に限定して学習 をしているはずである。
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て もわかるように、語彙が少なく、特に、漢語は苦手のようである。
また、以下で示すように、言葉の正確な意味を把握し ていないことが多 く、大 まかな枠で括り、
幾つかの言葉で全てを纏めてし まうことが多い。




















もっとも、物事の形容 には大和言葉を主 としたものと漢語 を主 としたものがあるが、日本語で は
両方を組 み合わせるため、言い方はいろいろである。
し かし、若者のボキャブラリー自体が減少しているため、その組 み合 わせも限られたものでし か
ない。語彙が少ない上、単語を繋げたような会話が多 くなり、必要最小限の単語しか使用しなくなっ
てきたため、外国語 として日本語を学習する外国人には一層理解し にくくなってきている。
例えば、「お茶で も飲 みに行きましょうか。」ということを、「お茶する ？」「お茶しない ？」 とい
う。




















































































































































疲 れさまでしたj「よろし くぉ願いし ます」「ありがとう」「すみません」「どうも」「ごめんください」
「失礼し ます」「はい」等も複数の回答者がいた。
中で も、「ありがとう」「すみません」「よろし くぉ願いし ます
」が各4 名ずっで、理由としてはそ




な留学生活のなかで、友人を求 めてい る寂しさを感じ させる。
また。実用性 や自己の心情は重視せず、単に「発音がきれいだから」「心が安らぐ」からとして「な
つかしい」、「おだやか」等、耳で聞いた音や言葉の意味 に重点 をおいて考 えた学生も二人いた。
興味深いところでは、「かわいい」 という言葉は「プスで もかわいいといえばごまかせるから」、
「すっげー」は「使い方が簡単だから」、「はい」 は「実用的」 と、言葉の実用性に重点をお き、使
い道の便利な言葉を選んだ学生が何人 もいた ことであ る。
「おかげさ まで」 は「謙虚な美徳を感じるから」と、日本語 の特徴的な言葉に興味を抱き、言葉
から日本の文化 を考 えようとした人 もいた。
アンケートの結果をみると、留学生の好きな言葉 というのは、日常会話で使用する言葉で、自分
が言われると嬉しい言葉、つ まり、実生活の中で心情的に求 めている事 を言葉 にした ものが一番多
かったことになる。





手 と巧 く交流が出来、自分 の気持ちが伝えられるかにかかっている。 これは、外国での生活を余儀
なくされた者の宿命のようなものであろうか。
一方、母国を離れ、家族や友人 と離れた外国人が、他国で生 きてい く厳しさ・辛さ・寂しさが好
きな言葉のなかに込められているように思われる。
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的な距離とは全く別物であると考える。
合コンで意気投合する若者、アイドルのコンサートで仲間意識を確認する若者、イライラしたか
らと全く見ず知らずの人を襲う若者、人と人との境界が必要以上になくなった反面、相手や他人を
無視し、自分勝手な行為に走る若者をみるにつけ、「タメ語」が心情的に親しいとか、「敬語」が距
離感を与えるとかそういう価値観では今日の人間関係は把握できないような気がする。かえって、
敬語的敬愛心の表出が相手に対して好印象を与え、関係が良くなるように思えてくるのである。
以上のことから、若者の自由な発想が、国や民族の枠を外し、日本語を乱すような言葉ではなく、
死語に新しい息吹をあたえるような流行語をつくる活力となるように、この辺でもう一度日本語の
再確認をすることが必要ではないだろうか。
言葉のもつ精神性は、人と人との結びつきに欠かせないものである。外国人が他国に来て一番大
切なのはその国の言語であり、伝統・文化の理解である。日本が知りたくて留学した外国人学生が
失望しないような、文化の保守と創造が重要である。
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ASurveyofForeignStudentsofInternationalRegionalDevelopmentStudies
NaomiTAKAHASHI
Enqueteshowsthatmoststudentsabroadhavenotagoodimpressionofthe
fashionableexpressionwhichJapaneseyoungmenuse.
Moreovertheydon'tliketouseaboveexpression.becausethey “lovethebeautyofJapaneselanguage".ThestudentsabroadoftencriticizetheexpressionofJapaneseyoungmeninJapaneselanguage:theycan'tusethepolitelanguage.or.haveanysympathyfortheother.inspiteofthelanguageshapingthehumanretations.And,thestudentsabroadlike
“GANBATTEKUDASAI"inJapanese.MostofthemhavefewintimatefriendofJapanwithwhomtheycantalkabouteverythingathome.ThestudentabroadseemtolookfortheconscienceofJapaneseingoodolddays,interestedinthenewtechnologyoftoday'sJapan.
